


【1日目】 第8回　
九州アクティビティ・ケア フォーラム in 熊本

【日程】  2019年 3月9日（土）
【時間】  10:00～16:00 （9:30より受付開始）

芸術と遊び創造協会 会員
アクティビティ ディレクター (AD)　　　 2,000円
アクティビティ インストラクター（AI）
　一般　2,500円 　　　　　学生　1,500円　　　　    　　
  

【定員】  100名

参加費　

＊日本認知症ケア学会「認知症ケア専門士：3単位」 　
＊日本作業療法士協会SIG認定「基礎ポイント：1ポイント」
＊日本認知症予防学会 認知症予防専門士 更新単位2単位（年間4単位まで）10:00 開会挨拶 米満淑恵 (社会福祉法人寿量会 理事長）

プログラム

基調提案 「要介護者が望むあたりまえの暮らしをデザインするアクティビティ・ケア」
多田千尋 （認定NPO法人芸術と遊び創造協会　高齢者アクティビティ開発センター  代表）　
介護、医療の現場での悩みの一つに、利用者さんとのコミュニケーションをあげる方も少なくありません。アクティ
ビティ・ケアでは、まず個人の生活歴を知ることが、アクティビティを計画・実践するための第一歩であると考えま
す。今回のフォーラムでは、地域に根づいた一人ひとりの暮らしを理解し、コミュニケーションを促すためのヒント
を、民俗学、自然、食事、音楽というテーマから考えていきたいと思います。

地域における生活様式や時代背景を読み解く民俗学の手法は、住み慣れた地域の生活文化をひもとき、要介護
者、それぞれの物語を共有し、支援するのに役立ちます。記念講演には、地域の魅力を活かす博物館や公共施
設のデザインやプロデュースで、全国各地で活躍されている砂田光紀先生をお招きし、民俗学的視点から、要介
護者とのコミュニケーションを促す工夫についてお話しいただきます。

多くの高齢者施設において、肺機能や口腔機能の向上やリラックス、回想を促すために音楽アクティビティが
行われています。今回の実践発表では、なつかしい暮らしを回想するとともに、利用者の今の暮らしを豊かにす
るための音楽アクティビティを実践していただきます。

記念講演 「民俗学から見たアクティビティ・ケア」
                ～要介護者の暮らしを地域文化からひもとくために～
砂田光紀 （オフィス フィールドノート　代表取締役／東京おもちゃ美術館ミュージアム・プロデューサー）　

休憩 （12:00-13:00  60分 ）13:00 

15:30 

実践発表1 「利用者の今へつなぐ 音楽アクティビティ」
高野秀子 （熊本セントラル病院　音楽療法士　アクティビティ インストラクター）　

天寿園栄養部は、「優良特定給食施設」として平成29年度熊本県医事・薬事・健康づくり功労者及び優良団体
等知事表彰を受賞。実践発表では、『口福』をテーマに、ご利用者様や地域の方への安心・安全・安楽な『食』の
提供をする際の工夫についてお話しいただきます。　　　

自然環境に恵まれているグリーンヒルみふねでは、利用者の皆さんが職員と一緒に野外に出てネイチャーゲー
ムを実践しています。今回の実践発表では、屋外に出ることが難しい場合にも有効な、屋内で楽しめるネイチャー
ゲームを実践していただきます。

実践発表2 「健康長寿を目指す『口福』な食事」　
加藤知佳 （特別養護老人ホーム天寿園　栄養部　栄養士）

実践発表3 「室内でもできる ネイチャーゲーム」
吉本洋 （老人総合福祉施設グリーンヒルみふね 施設長 　認知症介護指導者　アクティビティ ディレクター）　

クロージングトーク「アクティビティ・ケアを実現するために」 
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【2日目】 第11回　
アクティビティ インストラクター資格認定セミナー in熊本

【日　程】  2019年 3月10日（日）
【時　間】  10:00～16:15 （9:30より受付開始）    【定  員】  100名
【受講料】  8,300円 （資料代、資格認定料を含む）
＊芸術と遊び創造協会会員は1,000円引き　
＊日本作業療法士協会SIG認定「基礎ポイント：1ポイント」
＊日本認知症予防学会 認知症予防専門士 更新単位2単位（年間4単位まで）
アクティビティインストラクターは、 プラスのコミュニケーションによって
要介護者のQOL向上を促し、笑顔と意欲を引きだす「心の栄養士」を目指します！

セミナー内容　１日５時間のセミナー受講で資格取得！

多田 千尋 （ただ ちひろ）
認定NPO法人 芸術と遊び創造協会 理事長
高齢者アクティビティ開発センター 代表　
東京おもちゃ美術館 館長 　

講師紹介

受講生の声

実践発表者紹介

病院勤務  作業療法士

特別養護老人ホーム　施設長

【初級講座】 アクティビティ インストラクター

【中級講座】 アクティビティ ディレクター

ケアに役立つ基礎知識と実践的なコミュニケー
ションスキルを習得。（全国8000人／ 2018年現在)

専門学習と課題実践から、自らも現場で企画・実施できる
リーダー的な存在へ。（全国800人／ 2018年現在）

 3/10セミナーがこちら！

■ アクティビティ・ケア専門家養成 3ステップ ■
～資格取得後も継続学習ができる！～

【継続学習＆情報交換】 アクティビティ・ケアフォーラム
アクティビティ ディレクターの実践を学び合う
情報交流の場。ブロック大会（北海道、岩手、熊本）
と、全国大会（東京）で最新の手法を学び合う。

3/9 フォーラムがこちら！

認
定
式

講 義
アクティビティ・ケアの
基礎理論

「遊び」を通した
コミュニケーション実践

全国各地の福祉施設での
実践から学ぶ

アクティビティ・ツールの
制作と活用

10:00　 13:0012:00 16:00

昼
休
み

交流学習 実 技 実践事例

初級講座

今の職場では、アクティビティはできない
と思い込んでいましたが、セミナーを受講
し、できないのは場所のせいではないと
痛感しました。　　　

セミナー後、職員の声かけや行動の変
化に伴い、利用者の表情が明るくなり
ました。利用者の変化を実感し、職員
のやりがいや自信につながっていると
感じます。

要介護高齢者・障がい者を対象とするアクティビティ・ケアに関する
人材養成、書籍の執筆、遊びや遊具を活用した介護予防の実践研
究などを通して、世代間交流の研究と実践に取り組む。また、東京お
もちゃ美術館の入館者を10万人集める経営手法が評価され、経済専
門誌から、「日本の社会企業家30人」の一人に選ばれる。
【著書】 「遊びが育てる世代間交流」（黎明書房）、
   　　 「ボケないレッスン」（晶文社出版）など多数。

地域密着型特別養護老人ホーム天寿園Ne0では、スタッフと共
に、多くのボランティアの方が関わり、要介護者の文化的な暮
らしを支えています。実践発表では、地域の方が訪問しやすい
施設にするための仕組みづくりと、ボランティア活動の様子を
お話しいただきます。

清田 隆広 （きよた たかひろ）
特別養護老人ホーム天寿園 地域課 係長
アクティビティ インストラクター
キャラバンメイト

要介護者の暮らしを地域で支えるアクティビティ・ケア



【1日目】 第8回　
九州アクティビティ・ケア フォーラム in 熊本

【日程】  2019年 3月9日（土）
【時間】  10:00～16:00 （9:30より受付開始）

芸術と遊び創造協会 会員
アクティビティ ディレクター (AD)　　　 2,000円
アクティビティ インストラクター（AI）
　一般　2,500円 　　　　　学生　1,500円　　　　    　　
  

【定員】  100名

参加費　

＊日本認知症ケア学会「認知症ケア専門士：3単位」 　
＊日本作業療法士協会SIG認定「基礎ポイント：1ポイント」
＊日本認知症予防学会 認知症予防専門士 更新単位2単位（年間4単位まで）10:00 開会挨拶 米満淑恵 (社会福祉法人寿量会 理事長）

プログラム

基調提案 「要介護者が望むあたりまえの暮らしをデザインするアクティビティ・ケア」
多田千尋 （認定NPO法人芸術と遊び創造協会　高齢者アクティビティ開発センター  代表）　
介護、医療の現場での悩みの一つに、利用者さんとのコミュニケーションをあげる方も少なくありません。アクティ
ビティ・ケアでは、まず個人の生活歴を知ることが、アクティビティを計画・実践するための第一歩であると考えま
す。今回のフォーラムでは、地域に根づいた一人ひとりの暮らしを理解し、コミュニケーションを促すためのヒント
を、民俗学、自然、食事、音楽というテーマから考えていきたいと思います。

地域における生活様式や時代背景を読み解く民俗学の手法は、住み慣れた地域の生活文化をひもとき、要介護
者、それぞれの物語を共有し、支援するのに役立ちます。記念講演には、地域の魅力を活かす博物館や公共施
設のデザインやプロデュースで、全国各地で活躍されている砂田光紀先生をお招きし、民俗学的視点から、要介
護者とのコミュニケーションを促す工夫についてお話しいただきます。

多くの高齢者施設において、肺機能や口腔機能の向上やリラックス、回想を促すために音楽アクティビティが
行われています。今回の実践発表では、なつかしい暮らしを回想するとともに、利用者の今の暮らしを豊かにす
るための音楽アクティビティを実践していただきます。

記念講演 「民俗学から見たアクティビティ・ケア」
                ～要介護者の暮らしを地域文化からひもとくために～
砂田光紀 （オフィス フィールドノート　代表取締役／東京おもちゃ美術館ミュージアム・プロデューサー）　

休憩 （12:00-13:00  60分 ）13:00 

15:30 

実践発表1 「利用者の今へつなぐ 音楽アクティビティ」
高野秀子 （熊本セントラル病院　音楽療法士　アクティビティ インストラクター）　

天寿園栄養部は、「優良特定給食施設」として平成29年度熊本県医事・薬事・健康づくり功労者及び優良団体
等知事表彰を受賞。実践発表では、『口福』をテーマに、ご利用者様や地域の方への安心・安全・安楽な『食』の
提供をする際の工夫についてお話しいただきます。　　　

自然環境に恵まれているグリーンヒルみふねでは、利用者の皆さんが職員と一緒に野外に出てネイチャーゲー
ムを実践しています。今回の実践発表では、屋外に出ることが難しい場合にも有効な、屋内で楽しめるネイチャー
ゲームを実践していただきます。

実践発表2 「健康長寿を目指す『口福』な食事」　
加藤知佳 （特別養護老人ホーム天寿園　栄養部　栄養士）

実践発表3 「室内でもできる ネイチャーゲーム」
吉本洋 （老人総合福祉施設グリーンヒルみふね 施設長 　認知症介護指導者　アクティビティ ディレクター）　

クロージングトーク「アクティビティ・ケアを実現するために」 
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【2日目】 第11回　
アクティビティ インストラクター資格認定セミナー in熊本

【日　程】  2019年 3月10日（日）
【時　間】  10:00～16:15 （9:30より受付開始）    【定  員】  100名
【受講料】  8,300円 （資料代、資格認定料を含む）
＊芸術と遊び創造協会会員は1,000円引き　
＊日本作業療法士協会SIG認定「基礎ポイント：1ポイント」
＊日本認知症予防学会 認知症予防専門士 更新単位2単位（年間4単位まで）
アクティビティインストラクターは、 プラスのコミュニケーションによって
要介護者のQOL向上を促し、笑顔と意欲を引きだす「心の栄養士」を目指します！

セミナー内容　１日５時間のセミナー受講で資格取得！

多田 千尋 （ただ ちひろ）
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【初級講座】 アクティビティ インストラクター

【中級講座】 アクティビティ ディレクター

ケアに役立つ基礎知識と実践的なコミュニケー
ションスキルを習得。（全国8000人／ 2018年現在)

専門学習と課題実践から、自らも現場で企画・実施できる
リーダー的な存在へ。（全国800人／ 2018年現在）

 3/10セミナーがこちら！

■ アクティビティ・ケア専門家養成 3ステップ ■
～資格取得後も継続学習ができる！～

【継続学習＆情報交換】 アクティビティ・ケアフォーラム
アクティビティ ディレクターの実践を学び合う
情報交流の場。ブロック大会（北海道、岩手、熊本）
と、全国大会（東京）で最新の手法を学び合う。

3/9 フォーラムがこちら！
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今の職場では、アクティビティはできない
と思い込んでいましたが、セミナーを受講
し、できないのは場所のせいではないと
痛感しました。　　　

セミナー後、職員の声かけや行動の変
化に伴い、利用者の表情が明るくなり
ました。利用者の変化を実感し、職員
のやりがいや自信につながっていると
感じます。

要介護高齢者・障がい者を対象とするアクティビティ・ケアに関する
人材養成、書籍の執筆、遊びや遊具を活用した介護予防の実践研
究などを通して、世代間交流の研究と実践に取り組む。また、東京お
もちゃ美術館の入館者を10万人集める経営手法が評価され、経済専
門誌から、「日本の社会企業家30人」の一人に選ばれる。
【著書】 「遊びが育てる世代間交流」（黎明書房）、
   　　 「ボケないレッスン」（晶文社出版）など多数。

地域密着型特別養護老人ホーム天寿園Ne0では、スタッフと共
に、多くのボランティアの方が関わり、要介護者の文化的な暮
らしを支えています。実践発表では、地域の方が訪問しやすい
施設にするための仕組みづくりと、ボランティア活動の様子を
お話しいただきます。
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特別養護老人ホーム天寿園 地域課 係長
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要介護者の暮らしを地域で支えるアクティビティ・ケア




